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令
和
６
年
６
月
９
日
倒

紫
陽
花
が
朝
露
を
纏

い
連
め
く
頃
、

青
森
市
に
あ
る
リ
ン
ク
モ
ア
平
安
閣
市

民
ホ
ー
ル
に
て
令
和
６
年
度
青
年
部
総

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら

青
年
部
員
の
他
、
先
生
方
に
も
出
席

い

た
だ
き
、
無
事
に
総
会
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
茶
の
湯
文
化
に
ふ
れ

る
市
民
講
座
の
呈
茶
席
に
青
年
部
で
釜

を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

一
、
青
年
部
総
会

日
付
　
令
和
７
年
６
月
２９
日
側

場
所
　
弘
前
文
化
セ
ン
タ
ー

な
お
、
そ
の
他
行
事
に
つ
き
ま
し
て
、

状
況
を
鑑
み
適
宜
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

よ
ぽ

当
日
は
先
生
方
や
先
輩
た
ち
の
協
力

の
も
と
、
市
民
講
座
の
講
師
の
先
生
を

始
め
多
く
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

至
ら
ぬ
点
も
あ
る
中
、
皆
様
か
ら
温

か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
賜
り
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
普
段
の
お
稽
古
で
は
無
意
識
に

行

っ
て
い
る
所
作
を
意
識
す
る
こ
と
に

よ
り
と
て
も
勉
強
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
普
段
の
お
稽
古
や
次
の

機
会
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（杉
本
　
美
沙
）

青
年
部
規
約
に
お
け
る
会
員
の
年
限

を
満
了
さ
れ
る
方

（昭
和
五
十
五
年
三

月
三
十

一
日
以
前
に
お
生
ま
れ
に
な

っ

た
方
）
は
、
令
和
八
年
三
月
末
日
ま
で

で
ご
卒
業
と
な
り
ま
す
。

青
年
部
入
会
方
法

師
事
す
る
先
生
を
通
し
て
青
森
支
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
入
会
資
格
者

は
表
千
家
不
審
奄
入
門
者
で
十
八
歳
か

ら
四
十
五
歳
ま
で
の
青
年
男
女
で
す
。

〒

０

３

６

１

８

２

１

７

弘
前
市
茂
森
町

‐５２
石
川

緑

方

表
千
家
同
門
会
青
森
県
支
部
事
務
局
内

ご
卒
業
の
お
知
ら
せ


